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はじめに、本稿における責任の所在についてご説明いたします。
今回、事務局のK田さんより執筆のご依頼をいただきました。その際に私は「普通の内容に

はなりませんよ？」と念を押しましたが「大丈夫です！」との力強いご返答をいただきまし
た。おそらく木Dさんは私が冗談を言っていると思われたのでしょうが、私は冗談を言いませ
ん。こうして、長い歴史を持つ伝統的な広報誌『水輪』にこのような文章が掲載される運びと
なりました。本稿に関する一切の責任は木田（仮名）さんにございます。クレーム・苦情・賃
上げ等のご要望はすべて事務局までお願い申し上げます。
さて、次にペイント「顔写真」＝写真＝

についてです。これは当社ホームページの
会社概要ページに掲載されている私の写真
を「5秒クリックし続ける」と表示される
“公式写真”です（スマートフォンからで
も閲覧可能です）。この写真はただのおふ
ざけではありません。プロのカメラマンと
プロのメイクアップアーティストに依頼し
て撮影したものです。これは『会社を残
す』という目的のために行ったものです。

創業と責任
当社は1976年に創業し、主に新築戸建住宅の給排水工事を手掛けてまいりました。創業から

50年が経ち、取引先も増え、新築工事およびその後のメンテナンスを必要とする顧客も多数に
のぼります。自社の工事が「お客様が30年、40年と住み続ける住宅」に関わっていることを考
えると、「会社を畳みます」と簡単に言えるものではありません。そこには大きな責任が伴い
ます。
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会社を残すための取り組み
『会社を残す』ためには、やはり「人」が必要です。既存の社員が残り、新たな社員が入っ

てくる――このサイクルがなければ会社の継続は困難です。そこで、当社では2024年度に以下
の改善策を実施しました。

1．休日数の増加 → 年間休日数を100日から107日へ拡大
2．資格取得キャンペーン → 業務知識の深化と業務領域拡大を目指し資格取得報奨金を

従来比で最大5倍に
3．「手上げ人材」の登用 → 想いを重視し、自薦による係長職への昇格を実施
4．身だしなみの自由化 → 時代の流れを反映し、髪の色・髪型・ひげ・ネイル等の自

由化による個性の尊重
5．改善グランプリ制度 → 業務改善1件ごとに報酬を支給。承認と称賛の文化も醸成

これらの取り組みは、現在の社員のみならず、これから入社してくる方々にも「この会社に
残りたい」「この会社に入りたい」と思ってもらうための魅力づくりの一環です。しかし、新入
社員は入ってきません。給排水工事業界には、長期的な安定雇用を実現している優良企業が多
数存在しますが、いずれも人材不足に悩まされています。その背景には「3K」のイメージが
根強くあることに加え、各企業の魅力が一般に伝わっていないという課題があると感じていま
す。

知名度向上のための追加施策
この課題解決に向け、当社では知名度

向上を目的とした以下の施策を追加で実
施しました。

6．事務所のレイアウト変更
「水道屋っぽくない」をコン
セプトに刷新

7．ホームページの開設
社員が家族・知人に自社を説
明できるツールとして

8．Instagramの運用開始
社員・家族・求職者に当社と
その周辺をより理解してもら
うために活用

特にInstagramについては、「更新さ
えすれば目に留まる」と考え、平日毎日
の投稿（年間265回更新）を実施しまし
た。しかし、現実は厳しく、新入社員採
用には繋がりません。「バズる」のは簡単
ではないことを痛感しました。

▲「水道屋っぽくない」をコンセプトにした階段スペース

▲白を基調とした明るい雰囲気の社内
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2025年度の追加施策
私の趣味が音楽であったことから、趣味から近づき他社と競わずに

採用を進めるべく「音楽好き」「バンドマン」をターゲットにした情報
発信をInstagramにて行いました。冒頭の写真はこの時に撮ったもの
です。通常であれば法人の公式写真としては相応しくありません。し
かし、「悪評もまた評なり」「知られなければ無いのと同じ」の信念
で、誰かの目に留まる・話題に上がるために掲載しました。
それでも、人材採用は依然として難航しています。尖った施策で一

時的に注目を集めても、継続した採用には至りません。そこで2025年
度は、さらに以下の施策を加えました。

9．ソフトテニス実業団選手の採用
グループ会社で運営する実業団チームから選手を社員とし
て採用
－昼間は業務、夜間や土日は練習
・試合

－北海道実業団ソフトテニス選手
権大会で三連覇達成、目標は日
本一

10．休日数の増加
107日から111日へ更に拡大

実業団チーム運営は、①ソフトテニス業界への貢献、②人材採用、③会社の知名度向上の3
点を目的としており、少人数ながらも確かな実績を残しながら前進しています。

最後に
人材不足は業界を問わず大きな社会課題であり、我々の業界も例外ではありません。設備の

大小はあれインフラとしての給排水設備を扱う会社が人手不足により業務を遂行できない事態
も現実味を帯びています。新設の困難化や維持管理の不全は、やがて社会全体の問題へと発展
しかねません。
組合や青年部では、業界の魅力発信が続けられていますが、所属する企業自らも積極的に情

報発信することが求められています。業務内容、社員の働く姿、お客様の声など、その方法は
多様です。当社も独自のアプローチを交えながら、業界の魅力を伝えていきたいと考えていま
す。
と、まるで自社が非常に優れた企業であるかのような表現になってしまったかもしれません

が、実際には、日々どのように改善すべきか悩みながら歩んでおります。企業としての成長と
業界全体の発展は両輪であり、どちらも欠かせない視点だと考えています。
広報誌としては、やや異色の内容かもしれません。しかし、この文章がどなたか一人にでも

共感していただけて、業界の発展に向けて共に歩むきっかけとなれば、これほど嬉しいことは
ありません。
このような貴重な機会をいただけたことに、心より感謝申し上げます。

▲趣味の音楽で情報発信

▲ソフトテニス実業団選手を社員として採用
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